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今
年
の
夢

　

今
年
の
干
支
は「
子
」。

「
子
は
繁
栄
」
で
上
げ
相

場
。
暗
い
、
盗
み
の
意
味
も
。
労

働
者
に
は
繁
栄
と
あ
り
た
い
も
の
。

●
退
職
者
会
の
会
員
倍
増

●
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
改
善

●
非
正
規
差
別
の
撤
廃

●
東
京
清
掃
の
闘
い
前
進

●
脱
原
発
、
核
廃
絶
と
基
地
撤
去

●
改
憲
発
議
阻
止
・
安
倍
内
閣
退
陣

　
「
現
・
退
一
致
」
の
取
組
み
で
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
実
現
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２０２０年北越谷・元荒川堤桜並木にて
（2019 年３月お花見ウォーキング）

氷結した南足柄
夕日の滝

明けまして
おめでとうございます
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東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

　
　
　
　

会　

長　
　

庄　
司　

隆　
男

東
京
清
掃
労
働
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

中 

里　

保 

夫

　

会
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
皆
様
が
健
や
か
に

お
過
ご
し
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
も
「
安
倍
政
権
退
陣
！
」

を
訴
え
、
そ
の
運
動
の
一
端
を
担

い
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
解
釈

改
憲
や
安
保
法
制
等
強
行
に
よ
り

立
憲
主
義
を
壊
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
と
い
う
マ
ヤ
カ
シ
に
よ
り
労
働

者
の
貧
困
化
と
差
別
を
蔓
延
さ
せ
、

辺
野
古
や
原
発
政
策
、
教
育
問
題

等
個
人
の
自
由
や
尊
厳
を
脅
か
す

強
権
政
治
を
推
し
進
め
、
モ
リ
・

カ
ケ
問
題
な
ど
「
お
友
達
優
遇
」

の
脱
法
行
為
を
繰
返
し
て
き
ま
し

た
。
今
ま
た
、「
桜
を
見
る
会
」
の

問
題
で
は
国
家
権
力
を
私
物
化
し
、

法
治
国
家
の
機
能
を
損
な
う
悪
行

を
平
然
と
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
政
権
許
せ
ま
せ
ん
。
昨
年
の
総

選
挙
で
は
改
憲
勢
力
を
３
分
の
２

未
満
に
さ
せ
ま
し
た
が
、
安
倍
退

陣
を
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
総
選

挙
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
今
度
こ
そ
、

安
倍
政
治
を
終
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

退
職
者
・
高
齢
者
の
運
動
を
は

じ
め
、
反
戦
平
和
、
反
差
別
、
脱

原
発
や
、
非
正
規
・
労
働
争
議
支

援
の
取
組
み
を
「
現
・
退
一
致
」

の
立
場
に
立
っ
て
進
め
、
現
役
世

代
の
応
援
団
と
し
て
、
東
京
清
掃

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
ま
す
。

　

会
と
し
て
、
ほ
ぼ
毎
月
何
ら
か

の
行
事
を
行
い
、
機
関
紙
「
清
友
」

を
毎
月
発
行
し
、
会
員
も
100
名
を

超
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京
清

掃
の
退
職
者
組
織
に
相
応
し
い
会

員
数
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
会
員
を

増
や
す
た
め
一
層
努
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
が
楽

し
め
る
行
事
を
数
多
く
企
画
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
こ
そ
安
倍
政
権
に

　

引
導
を
渡
そ
う
！

清
掃
労
働
者
と
し
て

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
京
清
掃
労
働
組
合
は
、
昨
年

６
月
で
結
成
70
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
い
つ
の
時
代
も
民
主
的
な
労

働
運
動
を
基
本
と
し
て
組
合
員
と

そ
の
家
族
の
生
活
向
上
を
目
指
す

と
と
も
に
、
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
清
掃
事
業
を
維
持
し
て

き
た
こ
と
は
、
決
し
て
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
で
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
問
題
は
、
住
民
に
最
も
身
近

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
安
全
で

衛
生
的
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
そ
こ
で
働
く
す
べ
て

の
職
員
が
安
心
し
て
職
務
に
邁
進

で
き
る
職
場
環
境
と
賃
金
・
労
働

条
件
が
必
要
で
す
。

　

昨
年
の
賃
金
確
定
闘
争
は
、
月

例
給
の
大
幅
な
引
下
げ
を
阻
止
し
、

一
時
金
を
０
・
15
月
引
上
げ
る
と

い
う
異
例
の
取
組
と
な
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
月
例
給
の
引
下
げ

を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
所
要
の
調
整
を
実
施

さ
せ
ず
、
退
職
者
の
不
利
益
を
回

避
さ
せ
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

技
能
主
任
職
の
任
用
資
格
基
準
の

改
善
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

近
年
多
発
し
て
い
る
自
然
災
害

に
伴
う
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
支

援
に
は
、
現
場
に
精
通
し
た
清
掃

職
員
の
対
応
能
力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
各
区
は
事
業
の
合
理
化
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
安
定
し
た
事
業

運
営
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
有

為
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
新

規
採
用
が
必
要
で
す
。

　

今
年
も
23
区
の
清
掃
事
業
を
担

う
労
働
者
と
し
て
自
信
と
誇
り
を

持
ち
、
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
退
職
者

会
の
皆
さ
ん
と
ご
家
族
の
ご
健
勝
・

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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１
月
18
日
は「
新
春
の
集
い
」で
す
。

　

参
加
費
を
安
く
で
き
る
よ
う
に
、

会
場
を
変
え
ま
し
た
。
清
掃
会
館
す

ぐ
そ
ば
の
中
華
料
理
店「
福
園
」で
す
。

　

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る「
長

寿
祝
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
「
開
運
お

楽
し
み
会
」
を
今
年
も
行
い
ま
す
。

仲
間
と
の
語
ら
い
と
年
の
初
め
の
運

試
し
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

参
加
申
込
み
を
お
忘
れ
の
方
は
、

至
急
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日　
時　
１
月
18
日
11
時
45
分

●
場　
所　
飯
田
橋
「
福
園
」

　
　
　
　
　
（
会
場
は
２
階
）

●
参
加
費　
２
千
円

治
で
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。

　

例
年
同
様
、「
弁
当
と
飲
み

物
は
各
自
用
意
」
し
て
い
た

だ
く
方
法
に
よ
り
ま
す
。

　

ご
家
族
は
勿
論
、
清
掃
出

身
の
友
人
等
を
お
誘
い
の
う

え
参
加
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
学
習
交
流
会
を
春
と
秋

の
２
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

春
は
「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
頻
尿
」
で
す
。
会

員
ご
本
人
や
家
族
の
中
に
も
お
困

り
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
仕
組
み
や
対
策
を
学
び
、

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
何
を

し
た
ら
い
い
か
な
ど
を
考
え
て
み

　

２
月
６
日
に
「
演
芸
を
楽
し
む

会
」
を
行
い
ま
す
。

　

演
目
は
「
国
立
演
芸
場
２
月
上

席
」
で
、
演
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

独
演
会
「
八
百
夜
」
を
毎
月
重
ね
、

古
典
も
新
作
も
時
事
ネ
タ
も
何
で

も
ご
ざ
れ
の
春
雨
や
雷
蔵
が
ト
リ
、

中
入
り
前
は
語
り
口
の
い
い
桂
伸

－4－

※何回もトイレに行くことを「頻尿」といいます。
日中9回以上もしくは、夜間（寝入ってから朝起きだすまで）
2回以上トイレに行く状態です。

１ 何回も
トイレに通っています

以前はトイレの回数が気にならなかった
のですが、最近、夜のトイレの回数が多い
のです。

横で寝ている私も気になって目が覚めて
しまいます。

年を取ったら仕方ないのでしょうか？

１月１８日
新春の集い

２月６日
演芸の日

■
日　
時　
２
月
６
日

　
　
　
　
　
12
時
30
分
集
合

■
場　
所　
国
立
演
芸
場

■
会　
費

　
＊
５
０
０
円
（
シ
ニ
ア
対
象
）

　
＊
65
歳
未
満
の
方
は
千
円

　

＊
昼
食
と
飲
み
物
は
各
自
用
意

■
申　
込　
１
月
24
日
ま
で

春雨や雷蔵

昨年の「新春の集い」

３
月
６
日　
　
　
　

春
の
学
習
交
流
会

テ
�
マ
は
﹁
頻
尿
﹂

ま
す
。
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時　

３
月
６
日
13
時
15
分

▼
場　
所　
清
掃
会
館
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ　
「
頻
尿
」
の
仕
組
み
と

　
　
　
　
　
対
策
（
仮
題
）

▼
講　
師　
平
野
敏
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
（
東
京
清
掃
顧
問
医
）

▼
懇
親
会　
15
時
（
学
習
会
後
）

▼
申　
込　
２
月
21
日
ま
で

３月２７日
桜を見る会

　「歩こう会」の「忠臣蔵の謎に迫る」ミニ
ツアーは１月 14日に行われます。
　午前 10時、錦糸町駅南口に集合じゃぞ。

１月１４日
討入りです

　いえいえ、「お花見ウォーキング」です。
　今年は桜の名所「小金井公園」で行います。
「江戸・東京たてもの園」も見学します。
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「
桜
を
見
る
会
」
招
待
者
名
簿
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
が
「
特
定
の
職

員
し
か
使
わ
な
い
も
の
は
、
組
織

的
に
用
い
る
も
の
で
は
な
い
」
の

で
「
行
政
文
書
で
は
な
い
」
と
い

う
珍
解
釈
ど
お
り
な
ら
ば
、
役
所

内
の
相
当
数
の
文
書
は
行
政
文
書

で
は
な
く
な
り
ま
す
。
安
倍
に
忖

度
し
た
閣
議
決
定
や
官
僚
答
弁
は
、

文
書
管
理
と
い
う
法
治
国
家
の
基

礎
を
破
壊
し
か
ね
な
い
ヤ
バ
い
問

題
な
の
で
す
。い
い
加
減
に
し
ろ
！

　

集
会
参
加
者
は
、「
年
が
明
け
て

も
追
及
す
る
ぞ
！
」
と
い
う
決
意

を
込
め
て
、
国
会
へ
向
け
「
ア
ベ

は
退
陣
！
」
を
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

安心総合共済
安い掛金で大きなメリット

　

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
が
取

り
扱
う
会
員
向
け
の
損
害
保
険「
安

心
総
合
共
済
」
は
、
①
交
通
事
故

を
含
む
ケ
ガ
を
し
た
と
き
な
ど
の

「
傷
害
事
故
」、
②
他
の
方
に
ケ
ガ

を
負
わ
せ
た
り
、
器
物
を
損
傷
し

た
と
き
な
ど
の
法
律
上
の
「
賠
償

事
故
」、
③
外
出
時
に
お
け
る
身
の

回
り
品
の
損
害
等
の
「
携
行
品
損

害
」、
④
個
人
賠
償
で
は
補
償
さ
れ

な
い「
預
か
り
品
の
賠
償
責
任
」で
、

自
転
車
保
険
、
旅
行
保
険
や
ゴ
ル

フ
保
険
の
要
素
も
併
せ
持
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
①
緊
急
医
療
相
談
、
②

医
療
機
関
案
内
、
③
予
約
制
専
門

医
相
談
、
④
が
ん
専
用
相
談
窓
口
、

⑤
転
医
・
患
者
移
送
手
配
を
対
応

す
る「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
」は
、

非
常
に
便
利
な
だ
け
で
な
く
、
無

料
で
お
得
で
す
。
さ
ら
に
、
掛
金

が
安
く
、
加
入
の
年
齢
制
限
が
な

く
、
医
師
の
審
査
も
不
要
等
、
メ

リ
ッ
ト
一
杯
で
す
。

　

加
入
方
法
も
簡
単
で
す
。
現
在

ご
加
入
の
損
害
保
険
と
の
比
較
な

ど
も
含
め
、「
安
心
総
合
共
済
」
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
清
掃

退
職
者
会
へ
ど
う
ぞ
。

　

19
年
最
後
の
19
日
行
動
、
国
会

前
に
２
２
０
０
人
が
参
加
し
、「
自
衛

隊
の
中
東
派
兵
反
対
！
」「
桜
を
見

る
会
を
う
や
む
や
に
さ
せ
な
い
！
」

「
権
力
私
物
化
許
さ
な
い
！
」
等
を

強
く
訴
え
ま
し
た
。。

　
「
桜
を
見
る
会
」
問
題
は
、
日
本

の
法
治
国
家
と
し
て
の
機
構
が
歪

め
ら
れ
、
損
な
わ
れ
た
と
い
う
面

で
極
め
て
重
大
で
あ
り
、
安
倍
政

権
の
責
任
は
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

　

問
題
の
過
程
で
、「
行
政
文
書
」

「
反
社
会
的
勢
力
」「
功
労
功
績
」「
公

用
車
」「
私
人
」
な
ど
に
つ
い
て
「
定

義
不
明
」
な
い
し
従
来
の
定
義
を

「
解
釈
変
更
」し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

証拠隠滅は犯罪だ！
嘘とゴマカシによる
安倍の逃亡を許さない！


